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〔論説〕

　　　　 出会 う　 つながる　動 き出す
－関係づ くりを編みなお してい くために－

田中　弘子1)

がら、親が子 どもに温かいまなざしを向けられるよう

に、親 と子の関係 をつなげ、一緒 に子育てをしてい く

仲 間として親同士の関係 をつなげ、自分たちだけでは

対応できない ことは他の支援者や関係機関につなげる

役割です。

　そして、さまざまな支援者たちとの出会い ・つなが

りか ら、自分 もかかわ りを楽 しめるようにな り、気づ

くことによって新 しい自分が開かれていく楽 しさを知

ります。

　いまや、支援活動の代表になってきた 日本各地のN

POの ミッシ ョンは、保証 された財源があるわけで も

ないのに、困っている人や社会環境が危機 にさらされ

ているなら資金や人材がなくても、動 き出す という自

発性か ら、新 しい公共 とい う仕組みづ くりに向かって

います。

2.保 健 ・医療 ・福祉 ・教育のキーマンをつなぐコーディ

ネー トカを培う

　医療の現場では、医師、看護師不足が課題になってい

ます。男女 ともに働 き方が問題になっているのです。専

門職であっても、結婚、出産とともに女性は退職に追い

込まれることも多々あ ります。2007年 、NPO法 人

日本子 どもNPOセ ンター主催 「子 ども政策」で北欧3

力国を視察 してきました。

　北欧3力 国の共通点は、教育 ・保健 ・医療 ・福祉に差

別があってはならない。すべて人権につながっている政

策であるというところでした。

　子 どもを真 ん中においた政策は、親の働 き方につなが

り、育児保障につながるという、みごとな巡 りをしてい

ます。

　確かに給与の半額 にちかいほど税金は高い し、物価は

高いのですが、教育費や医療費が無料 というのは安心 し

I.「 出会 う ・つながる ・動き出す」は、ネ ットワーク

づくりの原点

　私は、大学で何 を勉強してきたのだと聞かれると、大学

の恩師から 「常に問題意識をもて」ということを学んだと

答 えて きました。電車に乗って、吊革につかまっていて

も、ただぼんやりするな。窓から見える人たちの生活状態

はどうなっているのか意識して考えなさいという恩師の言

葉でした。社会学部の社会福祉を選択 した大学で、福祉=

生活 という原点と、常に問題意識をもつことを気づかせて

もらったのは、私にとって幸運なことで した。

　これは、弘前市福祉事務所でケースワーカーの仕事か

らスター トした私の社会人生活の指針 にな り、「常に問

題意識 をもて」 とい うことを意識 し続 けてきた ことが、

気がついたら仕事か らつながった国内外の広域ネ ッ ト

ワークや地域活動ネットワークづ くりの土台になってい

たと思います。

　私の仕事 と地域活動は、社会福祉 ・社会教育 ・NPO・

ボランティア ・文化活動 ・子育て支援 ・まちづ くりなど

という広域的なかかわ りでした。

　「出会 う・つながる・動 き出す」とい う人とのネットワー

クか ら、自然に積み上げられてきた自分の生 き方その も

のを、広域的なかかわ りや地域活動で育て られたと思っ

ています。

Ⅱ

.新 しい公共という仕組みづくりに向かっていくコー

ディネーターの育成を目的に

　 1,い ろいろな人たちとのかかわ りを楽 しむ

　 子 どもが巻 き込まれた事件が報道されるたびに、子

　育て支援 という働 きかけが叫ばれています。

　　子育て支援 とは 「人と人をつなげてい く役割 ・コー

　ディネー ト」であ り、子育て支援者はその役割を担 っ

　ているコーデ ィネーターです。人の気持に寄 り添いな
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て生活 していける社会であ り、子 どもを安心 して産み育

てられる社会であると思いました。今の日本は、教育費、

出産費などの育児保障問題から、安心 して子 どもを産み

育てられない社会構図であ り、社会福祉 はこれでいいの

か と叫ばざるをえない悪い巡 りをしています。

　これに、産婦人科医師や看護師不足などさらに拍車 を

かける状況に追い込まれてきています。

　税金の使い方が、子 どもを真ん中においた差別のない

使い方に変わってほ しい と痛切に願います。

　保健 ・医療 ・福祉 ・教育の主軸 になっているキーマ ン

のつなが りをつけるコーディネーターがいれば、課題を

共有 し、解決に向かう共通意識を図るきっかけが生まれ、

共に新 しい公共に向かっていける関係づ くりを編みなお

せるのではないでしょうか。大学で学ぶ学生には、関係

づ くりの編みなお しを学ぶコーディネー トカを培 って も

らい、それぞれ主軸になっているキーマ ンを発掘 して、

新 しい公共 という仕組みづ くりへ向ってほ しい と思いま

す。

Ⅲ.仕 事や地域活動を通 して出会い ・つながり ・動き出

したネッ トワーク

　 1.福 祉事務所のケースワーカー時代

　　1)官 と民の学習の場を求めて、青森県 ソーシャル

　　　 ワーカー協会へ入会

　　 (1)官 と民のともに学ぶことが協働 につながるこ

　　　　 とを学ぶ

　 大学では、社会福祉のゼ ミ仲間、社会学部 自治会 メ

　ンバー、児童文化研究会サークル部員、そのサークル

を束ねていた文化団体連合会のメンバー とつながって

いた私は、就職 してか ら公務 としての仕事仲間だけの

自分 に物足 りなさを感 じていました。

　 そこで出会ったのが、青森県職員が中心になって学

習 していた青森県ソーシャルワーカー協会だったので

す。仕事への疑問や課題、公務の中での解決策など、

官 と民の立場にあるいろいろな職種の先輩たちか ら学

ばせてもらいました。

　 だんだん青森 ・八戸 ・弘前の県内3カ 所が中心にな

　り、それぞれの地域活動が変化 していきました。青森

は、市民会議としてさまざまな活動をし始め、八戸は

学習が中心にな り、弘前では、進行性筋ジス トロフィー

を中心 とした難病患者の啓蒙活動 として、仙台にある

社会福祉法人 「あ りのまま舎」制作の映画 「車椅子の

青春」「さよならの 日々」の上映活動 につなが ってい

きました。八戸在住の青森県ソーシャルワーカー協会

会長が、病気で亡 くなられた時、久 しぶ りに青森 ・八

戸 ・弘前の主軸メンバーが集ま り、私が会長を引き受

けることになったのです。

　　 (2)日 本 ソーシャルワーカー協会 は、会長 との

　　　 出会い と人権学習

　八戸短期大学教授であった青森県 ソーシャルワー

カー協会福士忠夫前会長の踏 ん張 りと、1959年 に誕

生 した日本 ソーシャルワーカー協会の筑前甚七元会長

の踏ん張 り、そ して青森県 と日本 ソーシャルワーカー

協会再建にそそいだお二人のパ ッシ ョンが、青森県

ソーシャルワーカー協会の会長を引 き受ける私の きっ

かけで した。

　日本 ソー シャル ワー カー協会 は仲 村優一会長 に、

2007年 鈴木五郎会長に引 き継がれ、仙台か ら東京に

事務所を移 し、2005年NPO法 人取得 しています。

　仲村前会長の挨拶 に常 に出て くる言葉です。「職場

での上下関係な しに腹 をわって話 しあえる協会 は貴重

である」このミッションに共感 した私にとって、日本 ・

青森県ソーシャルワーカー協会 は、 まさしく人権学習

の場 となりました。

2.保 健センターの保健予防、国民健康保険の仕事を

していた時代

　 1)医 療職 ・看護職 ・食生活改善推進員会 との出会

　　　いとつなが り

　保健センターが建設され、弘前市の保健予防課(現

在は健康推進課)と 医師会が同 じセ ンターに入 り、私

も医療職 ・看護職のメンバーと一緒に働 く行政職の一

員 とな りました。

　ケースワーカーとして、議論を戦わせなが ら共に苦

楽をともにできた仲間意識を経験 している私には、最

初 はなかなか なじめない世界で した。職種の違いは、

誤解を招 くこともあ りコミュニケーションが難 しい職

場で したが、医師会の方たちとのスキー旅行やボーリ

ング大会、ビアガーデ ンなどの 「飲みにケーション」

が、「第1回 健康 まつ り」を共にスター トで きるきっ

かけにな りました。今では、いろいろ問題 になるため

この 「飲みにケーシ ョン」はで きな くなったようです

が、ここで私のコーディネー トカ を培 ってもらったと

思 っています。

　また、地域活動である食生活改善推進員会の養成の

仕事 は、私 に企画力 をつけさせてくださいました。食

生活改善推進員会 との出会いは、その後の教育委員会

の仕事に、また、NPOの 活動 をしてい く私にとって、

貴重 な出会いとつなが りになりました。

　 2)女 性の視点を行政の中に吹 き込んでい くことと

　　　女性職員育成のグループづ くり

　男女共 同参画基本法が成立する1999年 にかけて、

男女共同参画 の波が立 ち始めた頃、市行政の仕事 に
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とって、何が大事なのかと考えていた時、市民の視点

を忘れない ことという共通意識 をもった女性職員15

名で市職員自主研究グループ 「うきうきクラブ」を設

立 しました。

　「こんな市役所がほしい」「こんな施設がほしい」とい

うワークショップを開催、公共施設を検証するために施

設視察研修、「ひと育ちセ ンター」が必要などと、年1

回発行 したうきうきクラブ瓦版で提言 してきました。

　女性職員 の意識向上 は、市職員 の意識向上 につな

がったと私は思っています。

　それは、女性職員がアメリカや ドイツへの海外視察

に行けるようになったことにもつなが りました。

　 3)卒 塾生が、まちづ くりにかかわる仕掛人になり、

　　　 NPO法 人化に向かう

　弘前市では竹下内閣時代1988年 の1億 円ふ るさと

創生事業を基金としてを人づ くりにだけ使 うことを決

め、「ひろさき創生塾」「きらめき女性塾」「青年プロジェ

ク ト塾」で、市民参画の種 まきをしました。

　NPO法 人コミュニティネッ トワークCAST(弘

前市1号 のNPO法 人)、　AtoZ・ 奈 良美智作品展覧

会から設立 されたNPO法 人harappa、 　NPO法 人青

森県男女共同参画研究所設立、環境子 どもミュージカ

ルグループ 「リエゾン」を設立、青年プロジェク ト塾

卒塾生の総合型地域スポーックラブを弘前の地域 に設

立 したい とうミッション ・パ ッションに共感 したメン

バーが2004年NPO法 人スポネット弘前を設立、津

軽の新 しいライフス タイルを提供す る 「弘前見探 図」

など、卒塾生 の活躍はめざましく、今や、まちづ くり

にかかわる仕掛人になっています。

　そ して、 これが弘前の中心商店街に事務所 を置 く、

4つ のNPO法 人につながっています。(1)

　まさしく出会 う ・つながる ・動 き出した事例 にな り

ます。

3.教 育委員会で生涯学習、社会教育、公民館の仕事

をしていた時代

　 1)生 涯学習情報提供ネットワークシステムの開設

　　　(各施設 ・学校ネッ トワーク)

教育委員会の体育 ・文化施設のほか、商工労政、観

光、社会福祉関連施設 をネ ットワークして可能になる

このプログラムシステムは、縦社会の行政を横社会 に

つなげる総合調整力、すなわちコーディネー トカがな

ければ開設で きなかったシステムでした。

2)コ ーディネーター研修開催で出会った 「大久保

　　一座」 とのつなが り

　生涯学習情報提供ネッ トワークシステムの開設はし

ましたが、対応するのはやはり人であ り、その施設関

係 の人 にはコーディネーター研修が必要であると考

え、私の地域活動ネ ットワークから 「大久保一座」と

出会い ・つながったのです。

　この大久保一座 とのつなが りは、私が2007年 退職

後に取 り組んだ、文化ボランティア と行政が ともに学

ぶことか ら動 きは じめた文化庁委嘱事業 「文化ボラン

テ ィア全国フォーラムin弘 前」開催でも動 き出 しま

した。

4.文 化会館 ・市民会館 ・駅前市民ホール という文化

行政の仕事をしていた時代

　 1)官 と民のギャラリーの点 と点を線に した、コー

　　　デ ィネー トで しかけづ くり

　キーマ ンを発掘 して、「ギャラリーネ ッ トワークひ

ろさき」を設立することがで きました。

　そのマ ップは、前述 した 「弘前見探図」がボランティ

アで作成 し、現在は50ギ ャラリーがつながっています。

　 2)音 楽団体の点 と点を線にそ して面 にした、コー

　　　ディネー トでしかけづ くり

　同 じくキーマンを主軸 に 「音楽ネ ットワーク弘前」

を設立 し、リーフレッ トは言うまでもな く 「弘前見探

図」が作成、音楽ネッ トワーク弘前へ委託 して 「弘前

音楽祭」を2008年 開催することもできました。

　 3)市 民会館 ・駅前市民ホールに文化 ボランティア

　　　導入

　大久保一座から学んだことで、前文化庁長官河合隼

雄氏提唱の文化 ボランティアを2005年 に導入 したと

ころ、た くさんの文化ボランティアが登録 し、楽 しみ

ながら活躍 しています。

　 4)NPOや 地域活動のキーマ ンでつ くる 「キーマ

　　　ンネッ トワークひろさき」の設立

　各NPO法 人や地域活動団体のネットワークで、各

団体のそれぞれのキーマンが動きました

であい ・つなが り ・動 き出 した主軸メンバー 「キーマ

ンネットワークひろさき」をコーデネー ト。2007年 「文

化 ボランティア全国フォーラムin弘 前」開催で動 き

出 しま した。

　地域 に根 ざし、地域 のあらゆる世代 を巻 き込み、子

どもにつないで守 り続けている、“ねぷた” を体感 し

て もらいなが ら 「次世代 を育てる地域」 を感 じてもら

いたい という想いか ら弘前で開催いたしました。そ し

て、参加 して くださったみなさには、まさしく文化ボ
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アンティアの原点 といえる “ねぶた”に感動 していた

だけたと思っています。2008年 は中心商店街 にある4

つのNPOと ともに 「子 どもを真ん中においた日」 を

年3回 開設予定です。

5.ボ ランティア活動の課題か らNPOの ミッション

を学ぶ

　NPO活 動では、行政ではなかなかできない縦や横

のつなが りができます。有償、無償 どちらも自分たち

(組織)が 決め、報酬が 目的ではない新 しい形 の公益

性の確立ができ、地域 に、NPOを 広め、NPO活 動

をサポー トしなが ら成熟 した市民社会をめざしていま

す。そして、行政、企業など多様な組織 と人 をつなぎ、

課題を解決 してい く夢がもてます。NPOの ミッショ

ンは、保障された財源があるわけではないのに、困っ

ている人や社会環境が危機 にさらされているなら資金

や人材がなくても動 き出すという自発性であ り、新 し

い公共 とい う仕組みづ くりに向かっています。

Ⅳ.産学官民連携推進のためにも、コーディネー トカを

培う

　官と民が ともに学ぶことから、キーマ ンと出会い ・つ

なが り ・動 き出した と思 っています。

　コーデ ィネー トカ を培 うことによって、産学官民連携

が進みます。

Ⅴ

.保 健 ・医療 ・福祉 ・教育を担う人材育成は、成熟 し

た市民社会 ・住民から公をつくるという新 しい公共とい

う仕組みづくりに向かっていくコーディネーターを育て

ることではないかと私は考えています。

脚 注

(1)NPO法 人 コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ トワ ー クCAST

　 NPO法 人 　 harappa

　 NPO法 人 　 ス ポ ネ ッ ト弘 前

　 NPO法 人 　弘 前 こ ど もコ ミ ュニ テ ィ ・ぴ 一 ぶ る
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